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第
一
節
学
生
実
態
把
握
を
取
り
巻
く
今
日
の
状
況

本
稿
は
立
命
館
大
学
に
お
け
る
学
生
実
態
調
査
の
歴
史
的
な
特
質
を
描
出
す
る
こ
と
を
目
的
に
と
く
に
一
九
七
○
年
代

後
半
か
ら
八
○
年
代
初
頭
に
実
施
さ
れ
た
立
命
館
大
学
（
以
下
、
本
学
）
の
学
生
実
態
調
査
に
注
目
し
、
調
査
の
趣
旨
や
目
的
、

デ
ー
タ
の
活
用
方
法
、
全
国
的
な
傾
向
と
の
比
較
等
か
ら
み
た
特
質
に
つ
い
て
分
析
を
試
み
る
．
八
○
年
代
前
後
に
注
目
す
る

理
由
は
、
当
時
、
大
規
模
私
学
で
生
起
し
た
「
マ
ス
プ
ロ
」
教
育
お
よ
び
学
費
値
上
げ
へ
の
反
発
や
、
そ
れ
へ
の
大
学
当
局
の

自
己
批
判
等
を
背
景
に
、
学
生
を
大
衆
と
し
て
で
は
な
く
、
時
代
の
中
で
成
長
す
る
個
人
と
し
て
捉
え
よ
う
と
す
る
視
点
が
組

は
じ
め
に

立
命
館
大
学
に
お
け
る
学
生
実
態
調
査
の
特
質
に
関
す
る
歴
史
的
考
察

’
一
九
八
口
年
前
後
に
注
目
し
て
Ｉ

宮
浦
崇
・
烏
居
朋
子
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教
育
の
ア
ゥ
ト
カ
ム
評
価
が
一
二
世
紀
に
お
け
る
大
学
の
課
題
と
し
て
声
高
に
叫
ば
れ
て
い
る
。
そ
の
背
景
に
一
九
九
一

年
の
「
大
学
設
置
基
準
の
大
綱
化
」
を
ひ
と
つ
の
契
機
と
す
る
、
「
事
前
チ
ェ
ッ
ク
」
体
制
か
ら
「
事
後
評
価
」
体
制
へ

の
流
れ
が
あ
る
．
「
自
己
点
検
・
評
価
」
の
導
入
を
き
っ
か
け
に
、
ア
メ
リ
カ
や
欧
州
よ
り
も
遅
れ
て
「
評
価
国
家
（
吾
①

専
四
盲
目
く
①
留
昌
の
）
」
（
ｚ
の
画
く
①
．
后
民
己
が
出
現
し
た
と
見
な
せ
る
日
本
の
大
学
セ
ク
タ
ー
に
お
い
て
は
、
二
○
○
四
年
に

制
度
化
さ
れ
た
認
証
評
価
の
枠
組
み
の
も
と
、
個
々
の
大
学
が
提
供
す
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
効
果
検
証
に
学
生
の
学
習
成

果
の
測
定
を
含
み
こ
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
．
い
ま
や
国
境
を
越
え
て
展
開
す
る
高
等
教
育
の
市
場
が
生
み
出
す
ダ
イ
ナ

ミ
ズ
ム
は
、
単
に
学
生
や
研
究
者
、
知
識
、
学
位
等
の
流
動
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
れ
ら
に
付
随
す
る
高
等
教
育
を
め
ぐ
る
課
題

の
世
界
規
模
な
拡
張
を
も
押
し
進
め
て
い
る
。
と
く
に
そ
の
中
心
的
課
題
と
な
っ
て
い
る
の
が
質
保
証
（
呂
農
ご
四
囲
胃
ｇ
ｏ
①
）

で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
・
プ
ロ
セ
ス
が
進
行
す
る
欧
州
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
位
課
程
（
学
士
・
修

士
・
博
士
）
で
求
め
ら
れ
る
能
力
（
８
日
で
里
①
胃
の
）
の
確
定
と
学
問
分
野
ご
と
の
学
習
成
果
目
標
を
設
定
す
る
チ
ュ
ー
ニ
ン

グ
（
目
旨
哩
が
、
質
保
証
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
一
つ
と
し
て
採
用
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
質
保
証
の
実
現
に
向
け
て
、
学

織
に
萌
し
た
時
↓
期
だ
（
一
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
具
体
的
な
分
析
対
象
は
霜
一
立
命
館
百
年
史
』
（
通

史
お
よ
び
資
料
編
）
を
は
じ
め
“
「
学
生
実
態
調
査
」
等
に
か
か
わ
る
立
命
館
百
年
史
編
墓
室
所
蔵
の
調
査
報
告
書
や
理
事
会
、

教
学
対
策
会
議
等
の
資
料
、
担
当
部
課
等
の
内
部
資
料
の
ほ
か
、
関
係
者
へ
の
聞
き
取
り
調
査
な
ど
で
あ
る
．

一
近
年
の
大
学
改
革
に
お
け
る
三
質
保
証
」
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習
成
果
の
測
定
に
力
点
を
置
い
て
い
る
ア
メ
リ
カ
で
は
、
二
○
○
九
年
に
ｚ
昌
○
冒
目
畠
言
員
①
旨
原
画
自
信
○
員
８
ョ
①
、

シ
囲
①
閉
日
①
三
が
全
米
規
模
の
大
学
の
学
習
成
果
測
定
の
実
態
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。
国
や
圏
域
に
よ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
の
違

い
は
あ
れ
ど
も
、
高
等
教
育
の
質
保
証
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
わ
れ
る
。

近
年
、
日
本
に
お
い
て
課
題
視
さ
れ
て
い
る
学
習
成
果
測
定
に
つ
い
て
も
こ
う
し
た
質
保
証
の
文
脈
で
読
み
取
り
具
体

化
す
る
必
要
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
や
や
単
純
化
し
て
し
ま
え
ば
、
大
学
と
い
う
高
等
教
育
機
関
が
組
織
的
、
意
図
的
に
提
供

し
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
成
果
と
し
て
、
学
生
の
学
習
成
果
を
定
位
し
よ
う
と
す
る
視
点
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
学
士
課
程

と
い
う
一
定
期
間
の
学
修
を
終
え
た
学
生
が
「
何
」
を
「
ど
の
程
度
」
獲
得
し
た
の
か
を
測
る
た
め
に
大
別
し
て
、
客
観
テ

ス
ト
等
を
用
い
到
達
度
を
測
定
す
る
直
接
的
な
評
価
と
、
学
習
成
果
の
代
理
指
標
を
立
て
て
測
定
す
る
間
接
的
な
評
価
が
あ
る
。

こ
の
う
ち
、
間
接
的
な
評
価
シ
ー
ル
の
ひ
と
つ
に
、
学
生
自
身
の
学
習
成
果
に
対
す
る
意
識
を
問
う
学
生
実
態
調
査
が
相
当
す

こ
の
意
味
に
お
い
て
、
今
日
質
保
証
の
文
脈
で
論
じ
ら
れ
る
学
生
調
査
や
学
生
実
態
調
査
の
類
は
大
衆
（
集
団
）
と
し

て
の
学
生
実
態
の
把
握
（
し
ば
し
ば
文
化
的
、
社
会
的
関
心
か
ら
取
り
上
げ
ら
れ
る
学
生
気
質
、
ア
ル
バ
イ
ト
や
経
済
状
況
、

交
友
事
情
や
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
等
）
と
い
う
目
的
か
ら
、
学
習
者
（
個
人
）
と
し
て
の
学
生
実
態
の
把
握
（
知
識
・
技
能
・
態

度
の
獲
得
状
況
や
成
長
観
等
）
と
い
う
目
的
に
移
行
し
て
き
て
い
る
と
捉
え
ら
れ
る
。
し
か
も
、
あ
る
一
時
点
に
お
け
る
ス
ナ
ッ

ス
。を

二
学
習
成
果
測
定
と
学
生
実
態
調
査
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と
く
に
こ
れ
ら
個
別
大
学
に
お
け
る
取
り
組
み
に
は
学
生
実
態
調
査
で
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
や
情
報
に
基
づ
く
大
学
教
育

の
質
向
上
を
期
し
た
教
学
改
善
へ
の
視
座
が
宿
っ
て
い
る
と
見
な
せ
る
。
こ
う
し
た
視
座
を
組
織
的
に
支
え
る
機
能
と
し
て
、

近
年
と
み
に
注
目
が
高
ま
っ
て
い
る
の
が
大
学
の
男
言
昌
目
旨
息
｝
ぞ
い
①
閏
呂
）
だ
と
理
解
で
き
よ
う
。
男
と
は
、
「
機
関

の
計
画
立
案
、
政
策
形
成
、
意
思
決
定
を
支
援
す
る
た
め
の
情
報
を
提
供
す
る
目
的
で
、
高
等
教
育
機
関
の
内
部
で
行
わ
れ
る

リ
サ
ー
チ
」
（
留
呂
①
」
ｇ
Ｐ
二
で
あ
り
、
「
機
関
調
査
」
な
ど
と
訳
さ
れ
て
い
る
大
学
の
機
能
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
学
生
実
態
調
査
と
い
う
取
り
組
み
そ
の
も
の
は
俄
か
に
立
ち
現
れ
た
ト
レ
ン
ド
で
は
な
い
。
こ
れ
ま
で
も
、

大
学
に
お
い
て
は
学
生
の
意
識
や
実
態
に
対
し
て
関
心
が
注
が
れ
、
何
ら
か
の
形
で
学
生
実
態
調
査
が
歴
史
的
に
手
掛
け
ら
れ

て
き
た
経
緯
が
あ
る
。
個
別
大
学
の
周
年
記
念
刊
行
物
や
報
告
書
に
お
い
て
も
、
学
生
に
か
か
わ
る
調
査
デ
ー
タ
の
蓄
積
や
公

開
の
例
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。
歴
代
の
学
生
実
態
調
査
の
調
査
項
目
や
結
果
の
内
容
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
調
査
の
企
画
．

実
施
に
か
か
わ
る
学
内
組
織
の
状
況
に
つ
い
て
も
、
デ
ー
タ
の
生
成
、
保
管
・
管
理
、
活
用
の
視
点
か
ら
興
味
深
い
考
察
対
象

で
あ
り
、
学
園
史
を
構
成
す
る
貴
重
な
一
側
面
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
時
代
が
要
請
す
る
課
題
や
個
々
の
大
学
の
文
脈
に
そ

て
開
発
し
、

居
・
青
山
、

ブ
シ
ョ
ッ
ト
的
な
測
定
で
は
な
く
学
士
課
程
と
い
う
修
学
期
間
を
通
じ
た
学
生
の
変
容
と
付
加
価
値
を
測
る
追
跡
的
な
測
定

に
組
織
の
関
心
が
移
行
し
つ
つ
あ
る
。
日
本
で
先
行
す
る
主
な
取
り
組
み
と
し
て
は
同
志
社
大
学
の
「
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ラ
イ
フ
」
、

島
根
大
学
の
「
学
生
パ
ネ
ル
調
査
」
、
全
国
調
査
で
あ
る
呼
昌
①
閉
①
教
育
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
の
「
大
学
生
の
学
習
・
生
活
実

態
調
査
」
等
が
あ
る
。
本
学
に
お
い
て
も
、
教
育
開
発
推
進
機
構
教
育
開
発
支
援
セ
ン
タ
ー
（
男
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
が
中
心
と
な
っ

て
開
発
し
、
二
○
○
九
年
度
か
ら
個
々
の
学
部
に
お
い
て
「
学
び
の
実
態
調
査
」
の
実
施
が
開
始
さ
れ
た
（
宮
浦
・
山
田
・
烏

二
○
一
○
）
§
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句
乙

第
二
節
一
九
七
○
～
八
○
年
代
の
日
本
の
大
学
生
お
よ
び
大
学
の
状
況

く
し
た
学
生
実
態
調
査
の
あ
り
方
を
展
望
す
る
上
で
、
そ
れ
ら
の
蓄
積
や
経
験
の
到
達
点
を
歴
史
的
に
検
討
し
、
そ
の
意
義
と

限
界
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
重
要
な
意
味
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
で
は
、
本
稿
が
注
目
す
る
一
九
七
○
年
代
末
か
ら
八
○
年
代
初
頭
と
は
当
時
の
大
学
生
を
含
む
若
者
た
ち
に
と
っ

て
ど
の
よ
う
な
時
代
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
溝
上
は
、
消
費
文
化
を
主
と
す
る
若
者
文
化
の
発
展
過
程
を
検
討
し
た
著
書
の
中

で
、
「
新
人
類
」
の
呼
び
名
を
与
え
ら
れ
た
八
○
年
代
の
若
者
に
つ
い
て
、
岩
間
（
一
九
九
五
）
の
論
に
拠
り
な
が
ら
次
の
よ

う
に
説
く
。
「
一
つ
は
、
モ
ノ
を
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ツ
ー
ル
と
し
て
使
う
と
い
う
も
の
。
も
う
一
つ
は
、
対
人
関
係
一

般
か
ら
退
却
し
て
、
自
分
だ
け
の
小
さ
な
シ
ェ
ル
タ
ー
に
閉
じ
こ
も
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
前
者
は
、
消
費
に
コ
ミ
ッ
ト

し
、
消
費
を
通
し
て
『
私
と
は
何
者
か
』
を
表
現
す
る
一
九
八
○
年
代
の
典
型
的
な
若
者
像
『
新
人
類
文
化
』
へ
、
後
者
は

一
九
八
○
年
代
の
い
わ
ば
『
裏
』
の
若
者
文
化
、
『
オ
タ
ク
文
化
』
へ
と
接
続
し
て
い
く
」
（
溝
上
、
二
○
○
二
、
二
一
頁
）
・

す
な
わ
ち
、
「
記
号
化
さ
れ
た
モ
ノ
に
よ
る
自
己
表
現
を
世
代
内
で
お
こ
な
い
自
己
の
差
異
化
ゲ
ー
ム
を
限
り
な
く
進
め
て

い
く
こ
と
」
（
前
掲
溝
上
、
二
五
頁
）
に
、
一
九
八
○
年
代
の
若
者
像
の
特
徴
を
見
出
し
た
．
こ
れ
に
関
わ
っ
て
若
者
を
受

け
入
れ
る
大
学
へ
の
影
響
は
い
か
な
る
も
の
だ
ろ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
溝
上
は
さ
ら
に
興
味
深
い
考
察
を
展
開
し
て
い
る

一
消
費
文
化
の
台
頭
と
若
者
の
変
容
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（
溝
上
、
二
○
○
二
、
二
六
頁
）
。

も
っ
と
も
か
れ
ら
八
○
年
代
の
消
費
文
化
が
一
気
に
台
頭
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
前
時
代
と
し
て
、
一
畳
学
生
運
動
に

代
表
さ
れ
る
青
年
の
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
政
治
的
異
議
申
し
立
て
運
動
、
他
方
で
は
ヒ
ッ
ピ
ー
に
代
表
さ
れ
る
新
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
の
価
値
探
求
運
動
」
（
溝
上
、
二
○
○
二
、
九
二
頁
）
な
ど
で
語
ら
れ
る
六
○
年
代
の
「
対
抗
文
化
」
と
し
て
の
青
年
文
化

は
七
○
年
代
初
頭
に
か
け
て
「
漸
次
衰
退
」
し
て
い
く
。
溝
上
に
よ
れ
ば
、
政
治
や
社
会
に
対
す
る
「
シ
ラ
ケ
世
代
」
を
経
て
、

若
者
は
消
費
生
活
に
対
す
る
関
心
を
見
出
し
、
や
が
て
爆
発
的
に
展
開
す
る
消
費
文
化
の
主
人
公
と
し
て
変
容
し
て
い
っ
た
の

が
七
○
年
代
で
あ
っ
た
と
捉
え
ら
れ
る
。
八
○
年
代
初
頭
と
は
、
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
若
者
文
化
を
こ
れ
か
ら
開
花
さ
せ
よ
う

①
学
生
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
、
若
者
文
化
を
構
成
す
る
漫
画
や
音
楽
、
ゲ
ー
ム
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
い
っ
た
流

行
的
な
モ
ノ
、
超
機
能
的
な
モ
ノ
の
差
異
に
よ
る
自
己
表
現
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。

②
消
費
文
化
を
楽
し
む
趣
味
、
娯
楽
の
機
会
が
増
え
た
。

③
消
費
文
化
を
満
喫
す
る
た
め
に
ア
ル
バ
イ
ト
が
日
常
化
さ
れ
た
。

④
①
～
③
に
と
っ
て
、
大
学
生
活
の
な
か
で
消
費
文
化
世
界
の
占
め
る
割
合
が
高
く
な
り
、
人
生
や
将
来
の
こ
と
を
日
常
考

え
た
り
話
し
合
っ
た
り
す
る
量
的
、
質
的
機
会
が
減
少
し
た
。

⑤
学
生
た
ち
は
、
将
来
の
キ
ャ
リ
ア
に
つ
な
が
る
人
生
形
成
の
世
界
と
、
消
費
文
化
を
満
喫
す
る
消
費
文
化
世
界
と
を
分
別

し
、
二
重
意
識
に
よ
る
生
活
を
送
る
よ
う
に
な
っ
た
。
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当
時
の
大
学
生
一
般
の
意
識
と
そ
こ
か
ら
見
え
て
く
る
学
生
像
に
つ
い
て
、
調
査
に
基
づ
く
考
察
を
見
て
お
き
た
い
。
日

本
リ
ク
ル
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
現
株
式
会
社
リ
ク
ル
ー
ト
）
が
実
施
し
た
複
数
の
全
国
調
査
に
基
づ
い
た
分
析
が
あ
る
（
石
原
、

一
九
七
九
）
。
そ
こ
で
は
学
生
の
、
①
生
活
と
意
識
に
つ
い
て
、
②
大
学
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
、
③
就
職
を
中
心
と
す
る
職

業
意
識
の
三
視
点
か
ら
分
析
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
．
こ
の
う
ち
、
①
と
②
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
き
た
い
．

ま
ず
、
①
生
活
と
意
識
に
つ
い
て
は
、
一
「
現
代
社
会
に
失
望
し
、
批
判
的
で
あ
る
」
、
二
「
明
確
な
価
値
基
準
を
持
た
ず
、

自
信
を
喪
失
し
て
い
る
」
、
三
「
自
己
中
心
の
方
向
を
志
向
し
て
い
る
」
、
四
「
学
生
と
い
う
集
合
体
で
画
一
性
が
高
い
」
と
い

う
四
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
特
徴
的
な
の
が
三
の
自
己
中
心
的
志
向
に
つ
い
て
の
分
析
で
あ
る
。
「
日
本
社
会
の
将
来
に
つ

い
て
」
半
数
が
「
わ
か
ら
な
い
」
と
し
、
「
悪
い
方
向
に
進
ん
で
い
る
」
と
答
え
た
も
の
が
「
良
い
方
向
に
進
ん
で
い
る
」
と

し
た
も
の
よ
り
多
い
と
い
う
悲
観
的
結
果
を
示
し
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
自
分
の
将
来
に
希
望
を
持
っ
て
い
る
か
」

と
い
う
設
問
に
つ
い
て
は
八
割
以
上
が
肯
定
し
て
い
る
。
こ
の
一
見
矛
盾
し
た
回
答
に
つ
い
て
は
、
「
将
来
の
生
き
方
が
あ
く

ま
で
自
己
中
心
で
あ
り
、
社
会
と
は
関
わ
り
な
い
自
分
さ
え
磨
い
て
お
け
ば
将
来
は
希
望
が
も
て
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
」

（
石
原
、
一
九
七
九
年
、
二
七
頁
）
と
分
析
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
前
掲
溝
上
が
論
じ
た
、
社
会
と
の
つ
な

が
り
の
中
で
の
「
人
生
形
成
の
世
界
」
と
「
消
費
文
化
の
世
界
」
と
を
分
別
し
た
二
重
意
識
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
と
も
言
う
こ

と
す
る
学
生
が
キ
ャ
ン
パ
ス
で
学
ん
で
い
た
時
代
で
あ
る
。

二
大
学
生
の
意
識
ｌ
学
生
像
Ｉ



６２
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

表1学牛牛活の期待度平均
②
大
学
の
位
置
づ
け
で
は
次
の
よ
う
な
傾
向
が
示
さ
れ
て
い
る
。
一
「
八
割
が
大
学
生
活
に
満
足
」
、
一
二
ク
ラ
ブ
（
サ
ー

ク
ル
）
活
動
に
力
を
入
れ
る
」
、
三
「
授
業
出
席
率
は
高
い
」
、
四
「
恵
ま
れ
て
い
る
経
済
事
情
」
、
五
「
ア
ル
バ
イ
ト
は
ほ
ぼ

全
員
が
経
験
」
、
六
「
自
由
な
生
活
を
強
く
求
め
る
」
、
七
「
友
と
自
由
に
は
満
足
」
と
い
っ
た
点
で
あ
る
。
ま
た
、
課
外
活
動

を
含
め
大
学
生
活
で
打
ち
こ
む
も
の
を
持
っ
た
学
生
と
大
学
生
活
満
足
度
お
よ
び
経
済
状
況
と
の
相
関
や
、
大
学
生
活
に
対
す

全体

3.64

3.35

3.74

3.82

4.05

3.19

3.04

3．33

3．29

3．50

4．20

3．30

2.89

1.90

2.58

学問の真髄をきわめること

実社会で役立つ専｢"I知識・技術を修得すること

一般的知識・基礎的知識を身につけること

自分なりの哲学、生き方をつかむこと

親友を得ること

信頼できる教授と接すること

異‘性の友人、結婚相手を得ること

充実したクラブ活動を楽しむこと

長期間の旅行ができること

好きなだけ本を読めること

自由な時間をもつこと

就職に有利であること

周囲の人から認められること

社会的活動に参加できること

大学を卒業しないと得られない資格を取ること

5．非常に期待した4．少し期待した
いえない2．あまり期待しなかった
なかった

3．どちらとも

1．全く期待し

表2学牛牛活の未充足度平均

体
Ｆ
醇
匪
坐
記
醍
詔
錦
蛇
庇
“
だ
雛
豹
帥

全
＆
ａ
２
２
Ｌ
２
３
２
２
２
２
２
２
３
３

学問の真髄をきわめること

実社会で役立つ専門知識・技術を修得すること

一般的知識・基礎的知識を身につけること

自分なりの哲学、生き方をつかむこと

親友を得ること

信頼できる教授と接すること

異性の友人、結婚相手を得ること

充実したクラブ活動を楽しむこと

長期間の旅行ができること

好きなだけ本を読めること

自由な時間をもつこと

就職に有利であること

周囲の人から認められること

社会的活動に参加できること

大学を卒業しないと得られない資格を取ること

5．全く充足できなかった4．あまり充足でき
なかった3．どちらともいえない2．少し充

足できた1．大変充足できた

表l、表2ともに石原（1979,29-30頁）より抜粋

(｢大学ってなんだろう」日本リクルートセンター

1978年実施のデータに基づく）
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る
期
待
度
・
未
充
足
度
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。
大
学
に
対
す
る
期
待
度
で
一
自
由
な
時
間
を
持
つ
こ
と
」
「
親
友
を
得
る

こ
と
」
が
高
い
値
を
示
し
て
い
る
一
方
で
、
未
充
足
度
に
つ
い
て
は
学
問
や
専
門
知
識
・
技
術
が
低
調
で
あ
る
こ
と
か
ら
（
表

１
、
表
２
）
、
大
学
の
大
衆
化
と
と
も
に
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
「
レ
ジ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
化
」
「
サ
ー
ク
ル
化
」
と
い
う
評
価

も
一
概
に
う
が
っ
た
見
方
で
あ
る
と
は
言
い
切
れ
な
い
と
し
て
い
る
（
石
原
、
一
九
七
九
、
三
○
頁
）
。

他
に
も
、
全
国
的
な
調
査
に
基
づ
く
学
生
像
と
し
て
、
私
立
大
学
連
盟
の
学
生
生
活
実
態
調
査
を
用
い
た
論
考
（
斎
藤
、

一
九
八
一
）
に
も
大
学
生
の
意
識
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
経
済
的
ゆ
と
り
の
増
大
（
一
方
で
経
済
的
個
人
差
の

幅
の
増
大
）
や
、
消
費
生
活
の
多
角
化
、
生
活
時
間
の
レ
ジ
ャ
ー
型
化
の
実
態
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
分
析
が
示
す
と
こ
ろ
か
ら
も
、
当
時
、
社
会
情
勢
と
あ
わ
せ
て
変
容
著
し
い
学
生
た
ち
と
、
そ
こ
か
ら
生
じ
る

新
た
な
課
題
を
前
に
し
て
、
大
学
は
、
存
在
の
理
念
の
根
底
に
あ
る
、
最
高
学
府
と
し
て
、
従
来
の
研
究
・
学
問
を
通
じ
た

教
育
的
機
能
に
よ
っ
て
は
解
決
し
得
な
い
領
域
に
踏
み
込
ん
だ
諸
課
題
に
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
こ
と
は

容
易
に
想
像
で
き
よ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
大
学
の
担
う
べ
き
教
育
的
機
能
と
い
う
も
の
を
従
来
か
ら
の
大
学
の
理
念
に
照
ら
し
限

定
的
に
捉
え
、
そ
れ
に
な
じ
ま
な
い
も
の
は
相
手
に
し
な
い
と
い
う
考
え
方
も
当
然
根
強
く
存
在
し
た
よ
う
で
あ
る
（
高
塚
、

一
九
八
二
）
。
し
か
し
な
が
ら
、
三
人
に
一
人
が
大
学
・
短
大
に
進
学
す
る
大
衆
化
と
言
わ
れ
た
状
況
の
も
と
で
大
学
は
そ

の
時
代
に
生
き
る
学
生
の
変
化
を
（
お
そ
ら
く
は
）
察
知
し
、
調
査
と
い
う
方
法
で
実
態
把
握
を
試
み
て
い
た
時
期
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
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変
わ
り
ゆ
く
学
生
の
変
化
へ
の
対
応
に
加
え
大
学
自
身
も
変
化
を
要
求
さ
れ
て
い
く
。
と
り
わ
け
、
本
学
の
よ
う
な
私
立

大
学
に
対
す
る
大
学
改
革
の
要
求
は
、
社
会
的
な
要
求
と
相
ま
っ
て
、
国
の
文
教
政
策
の
大
き
な
転
換
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
。

当
時
の
私
学
関
連
文
教
政
策
の
政
策
過
程
に
つ
い
て
詳
述
し
て
い
る
喜
多
村
に
よ
る
と
、
戦
後
、
国
民
の
進
学
要
求
の
大
部
分

を
吸
収
し
て
き
た
私
立
大
学
の
規
模
拡
大
は
、
昭
和
五
○
年
代
に
入
り
「
私
大
膨
張
抑
制
政
策
」
（
新
設
・
増
設
の
抑
制
）
に
よ
っ

て
大
き
く
変
化
を
遂
げ
る
。
過
度
の
「
マ
ス
プ
ロ
」
教
育
の
横
行
な
ど
、
大
規
模
化
す
る
私
学
に
顕
著
な
「
教
育
の
質
」
の
問

題
に
つ
い
て
、
「
教
育
条
件
の
実
態
を
放
置
し
て
、
従
来
の
よ
う
な
大
学
の
量
的
拡
大
を
は
か
る
こ
と
は
誤
り
」
で
あ
り
、
「
ま

ず
大
学
の
質
的
充
実
を
優
先
」
す
べ
き
と
さ
れ
、
新
設
や
増
設
な
ど
に
つ
い
て
の
抑
制
政
策
が
開
始
さ
れ
る
．
こ
の
こ
と
は

計
画
的
・
管
理
的
な
高
等
教
育
政
策
へ
の
転
換
と
言
え
る
が
、
他
方
、
そ
の
背
景
に
は
国
の
財
政
面
の
問
題
意
識
が
存
在
し
た

こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
（
喜
多
村
、
二
○
○
二
．
日
本
に
お
い
て
高
等
教
育
の
機
会
を
多
く
提
供
し
て
い
る

私
学
に
対
し
て
も
、
国
の
財
政
援
助
が
避
け
ら
な
い
中
、
健
全
な
経
営
の
も
と
で
の
規
模
適
正
化
が
求
め
ら
れ
た
結
果
で
も
あ
っ

た
学
生
自
身
の
変
化
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
学
生
た
ち
を
受
け
入
れ
る
大
学
側
に
も
経
営
と
教
育
の
両
側
面
か
ら
二
冒
質
的
充
実
」

に
向
け
た
取
り
組
み
が
要
求
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
時
代
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

三
大
学
の
状
況
ｌ
私
立
大
学
関
連
政
策
の
転
換
期
Ｉ



29

全
国
的
状
況
か
ら
転
じ
て
、
本
学
の
当
時
の
状
況
に
目
を
向
け
て
い
き
た
い
。
一
九
七
○
年
代
の
本
学
は
、
一
連
の
「
自
主

改
革
」
と
称
さ
れ
る
諸
々
の
改
革
活
動
を
通
し
て
、
経
営
的
課
題
に
つ
い
て
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
「
教
育
の
質
」
充
実
と
い

う
課
題
に
対
し
て
、
「
全
員
構
成
」
を
基
本
と
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
る
最
中
に
あ
っ
た
。
七
○
年
の
全
学
協
議
会
（
学
生

を
含
め
た
学
園
全
構
成
員
が
、
中
長
期
的
な
学
園
政
策
に
つ
い
て
議
論
す
る
場
．
以
下
、
全
学
協
と
略
記
。
）
確
認
事
項
に
基

づ
き
、
小
集
団
教
育
を
軸
と
す
る
学
部
教
学
の
改
善
や
、
学
生
の
自
主
的
集
団
的
学
習
の
た
め
の
教
学
追
求
な
ど
が
課
題
化
さ

れ
、
改
善
に
向
け
た
努
力
が
行
わ
れ
て
い
た
（
立
命
館
百
年
史
通
史
二
、
一
○
○
五
頁
）
。
ま
た
広
小
路
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
衣
笠

キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の
一
拠
点
化
（
八
一
年
法
学
部
移
転
に
よ
っ
て
完
了
）
が
学
内
的
な
重
点
政
策
と
位
置
づ
け
ら
れ
、
そ
れ
を
見

越
し
た
教
学
条
件
の
改
善
な
ど
が
議
論
さ
れ
実
行
に
移
さ
れ
て
い
た
時
期
で
も
あ
る
（
同
通
史
二
、
一
○
五
五
頁
、
一
○
七
七

頁
）
・
教
学
改
善
の
た
め
の
学
生
定
員
削
減
も
実
施
さ
れ
、
八
○
年
度
の
本
学
の
学
生
・
院
生
数
は
最
大
時
の
七
六
年
よ
り

約
一
，
○
○
○
名
減
の
約
一
二
，
○
○
○
名
と
な
っ
て
い
た
。

七
○
年
代
の
教
学
改
革
論
は
「
偏
差
値
輪
切
り
」
の
き
わ
め
て
一
様
な
学
生
層
を
前
提
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
続
く
八
○
年

、
、
、
、
、

代
は
、
「
学
生
実
態
の
変
容
」
の
問
題
が
新
た
な
次
元
で
論
じ
ら
れ
、
そ
の
多
様
性
と
個
性
重
視
を
重
視
す
る
中
で
「
複
線
的

な
」
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
構
築
を
追
求
す
る
も
の
と
変
わ
っ
て
い
っ
た
と
学
園
史
は
振
り
返
っ
て
い
る
が
（
同
通
史
二
一
○
六
○

頁
、
傍
点
筆
者
）
、
他
の
大
学
同
様
、
本
学
に
お
い
て
も
、
学
生
の
変
容
が
七
○
年
代
の
そ
れ
と
は
ま
た
異
な
っ
た
「
新
次
元
」

の
様
相
を
見
せ
は
じ
め
た
時
期
と
言
え
る
。

四
本
学
の
教
学
改
革
と
学
生
実
態
把
握
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こ
う
い
っ
た
学
生
た
ち
の
変
化
書
二
畳
学
生
実
態
の
変
容
」
に
対
応
す
る
た
め
の
学
生
実
態
把
握
は
、
本
学
で
も
教
学
改
革
の

重
要
な
柱
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
。

七
九
年
の
全
学
協
で
の
（
学
内
）
理
事
会
か
ら
の
提
起
（
「
八
○
年
代
の
学
園
政
策
確
立
の
た
め
に
ｌ
立
命
館
大
学
の
現

状
と
課
題
」
一
九
七
九
年
十
月
一
三
且
で
は
、
「
全
員
構
成
に
よ
る
大
学
目
治
の
堅
持
と
民
主
的
体
制
の
効
率
的
強
化
」
の

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

観
点
か
ら
、
「
学
生
、
教
職
員
に
た
い
す
る
系
統
的
な
実
態
把
握
の
体
制
を
強
め
る
と
と
も
に
、
民
主
的
討
議
を
進
め
る
た
め

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

の
基
礎
資
料
の
整
理
・
分
析
体
制
を
確
立
す
る
こ
と
」
が
課
題
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
（
立
命
館
百
年
史
資
料
編
二
、
一
三
七
○

頁
、
傍
点
筆
者
）
。
そ
の
課
題
提
起
の
中
で
、
「
教
学
の
具
体
的
な
改
善
施
策
」
の
主
要
な
柱
の
一
つ
と
さ
れ
た
小
集
団
教
育
の

発
展
・
充
実
に
お
い
て
も
、
「
最
近
の
学
生
の
後
期
中
等
教
育
段
階
を
経
て
の
大
学
進
学
の
実
態
」
や
、
「
大
学
教
育
へ
の
目
的

意
識
や
要
求
の
変
化
」
、
「
学
生
の
も
つ
多
様
な
知
識
や
関
心
」
を
把
握
し
て
い
く
重
要
性
に
つ
い
て
言
及
が
な
さ
れ
、
ま
た
改

善
施
策
の
基
本
点
と
し
て
「
そ
れ
ぞ
れ
の
教
育
現
場
に
お
け
る
教
職
員
お
よ
び
機
関
の
把
握
の
重
要
性
」
、
「
総
合
的
把
握
」
と

「
施
策
化
し
て
い
く
全
学
的
体
制
の
確
立
」
、
さ
ら
に
「
実
態
把
握
が
つ
ね
に
各
教
学
機
関
お
よ
び
個
々
の
教
育
現
場
に
反
映
さ

れ
て
い
く
と
い
う
日
常
的
な
体
制
の
確
立
」
が
目
標
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
。

た
だ
し
こ
の
課
題
化
は
「
新
た
な
次
元
」
で
の
学
生
実
態
の
変
容
へ
の
対
処
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
学
生
実
態
把
握
の
取
り
組

、
、
、

み
、
体
制
が
本
学
に
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
は
意
味
し
な
い
。
七
○
年
代
初
頭
か
ら
各
々
の
学
部
・
教
学
機
関
が
独
自
に

組
織
的
な
調
査
・
分
析
を
展
開
し
て
い
る
事
例
は
数
多
い
。

な
お
、
七
三
年
全
学
協
、
七
五
年
全
学
協
そ
れ
ぞ
れ
の
議
論
の
結
果
で
あ
る
確
認
事
項
に
お
い
て
も
、
「
学
生
実
態
の
明
確

な
把
握
」
「
学
生
実
態
の
正
確
な
把
握
」
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
七
五
年
に
は
教
学
部
が
、
学
内
で
実
施
さ
れ
て
い
た
既
存
の
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諸
調
査
の
結
果
を
総
合
的
に
ま
と
め
る
形
で
、
「
昭
和
五
○
年
度
学
生
の
勉
学
・
生
活
実
態
調
査
に
つ
い
て
」
と
い
う
資
料
を

残
し
て
い
る
。
資
料
が
実
際
に
ど
の
よ
う
に
活
用
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
は
確
認
で
き
な
い
が
、
そ
こ
に
は
「
全
学
的
視
点
」

を
も
っ
た
組
織
的
な
調
査
・
分
析
活
動
の
萌
芽
が
見
ら
れ
る
。

体
制
強
化
の
具
体
化
と
い
う
点
に
お
い
て
は
、
実
態
把
握
の
結
果
を
反
映
し
得
る
日
常
的
な
体
制
の
確
立
と
い
う
目
標
設
定

に
基
づ
き
、
情
報
収
集
と
分
析
に
関
係
す
る
学
内
部
局
の
強
化
、
例
え
ば
、
総
合
的
な
学
生
実
態
把
握
に
関
係
す
る
資
料
集
中

や
政
策
化
の
体
制
の
中
心
は
教
学
部
で
あ
る
と
位
置
づ
け
ら
れ
（
七
九
全
学
協
確
認
事
項
）
、
実
際
に
教
務
課
の
体
制
強
化
が

行
わ
れ
る
等
、
施
策
と
し
て
実
行
さ
れ
て
い
く
。
全
学
系
統
的
な
分
析
視
点
と
実
施
体
制
を
備
え
た
調
査
が
、
こ
の
こ
ろ
か
ら

学
内
で
は
徐
々
に
展
開
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
八
○
年
代
初
頭
に
お
こ
な
わ
れ
た
全
学
規
模
の
「
学
生
実
態
調
査
」
も
、
教

学
改
革
の
流
れ
の
な
か
で
実
施
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

第
三
節
本
学
に
お
け
る
学
生
実
態
調
査
の
具
体
的
状
況
’
一
九
八
○
年
前
後
の
動
向

既
存
の
学
内
実
態
調
査

一
九
七
○
年
代
半
ば
に
は
、
学
内
の
学
生
実
態
把
握
に
資
す
る
情
報
を
全
学
的
視
点
か
ら
総
合
・
収
集
す
る
取
り
組
み
が
見

ら
れ
た
が
、
こ
の
時
期
、
活
用
可
能
な
い
か
な
る
調
査
・
情
報
が
存
在
し
た
の
か
に
つ
い
て
整
理
し
て
お
き
た
い
。
全
国
的
な

｜
学
生
実
態
把
握
の
方
法
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も
ち
ろ
ん
こ
こ
に
示
し
た
調
査
が
全
て
を
網
羅
的
に
示
し
て
い
る
も
の
で
は
な
く
、
学
部
内
で
の
活
用
を
前
提
と
し
た
学
部

独
自
の
実
態
把
握
の
取
り
組
み
を
加
え
る
な
ら
ば
、
そ
の
数
は
さ
ら
に
増
す
。
そ
の
他
に
も
、
全
学
的
な
も
の
と
し
て
は
、
一

般
教
育
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
、
受
講
学
生
の
意
識
や
勉
学
の
状
態
を
知
る
た
め
の
質
的
調
査
二
般
教
育
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
、

一
九
七
九
年
）
や
、
外
国
語
教
育
・
学
習
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
も
，
学
生
実
態
の
把
握
の
た
め
に
有
効
な
情
報
が
含

括
弧
内
は
主
管
部
局
。
）

ま
た
．
本
学
独
自
の
全
学
的
な
も
の
と
し
て
は
各
学
部
一
部
所
属
の
三
割
を
対
象
と
し
た
一
七
五
年
教
学
実
態
調
査
」
（
教

学
部
）
、
二
部
全
学
生
が
対
象
の
三
部
学
生
の
勉
学
・
生
活
実
態
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
（
二
部
協
議
会
）
、
「
学
生
生

活
実
態
把
握
調
査
」
（
厚
生
課
）
、
「
受
験
生
ア
ン
ケ
ー
ト
」
（
学
務
課
・
学
友
会
）
、
「
新
入
生
ア
ン
ケ
ー
ト
」
（
教
務
課
）
等
が
あ
る
。

そ
の
他
に
も
学
内
諸
機
関
が
実
施
し
た
調
査
ｌ
「
図
書
館
利
用
状
況
」
（
図
書
館
）
や
健
康
実
態
に
関
す
る
調
査
レ
ポ
ー
ト
（
体

育
課
）
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
、
全
学
的
な
も
の
に
限
っ
て
も
相
当
量
の
学
生
実
態
把
握
に
関
係
す
る
情
報
が
日
常
的
に
収
集
・

作
成
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
ち
な
み
に
、
学
部
が
独
自
に
実
施
し
て
い
る
教
学
・
生
活
関
連
の
ア
ン
ケ
ー

ト
で
、
全
学
的
に
結
果
参
照
可
能
と
し
た
も
の
と
し
て
は
、
例
え
ば
理
工
学
部
ア
ン
ケ
ー
ト
（
理
工
学
部
、
七
九
年
実
施
）
な

ど
が
あ
る
。
以
上
は
、
七
九
年
に
教
務
課
が
お
こ
な
っ
た
耐
本
学
に
お
け
る
実
態
把
握
関
係
資
料
の
集
約
作
業
（
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
）

か
ら
確
認
し
た
も
の
で
あ
る
。
（
七
九
年
六
月
に
教
学
部
作
成
の
教
学
対
埜
炎
云
議
資
料
「
教
学
実
態
把
握
資
料
一
覧
」
に
よ
る
。

生
課
）
、
な
ど
が
あ
る
。

調
査
（
法
令
上
必
須
の
調
査
や
各
種
団
体
か
ら
の
依
頼
調
査
含
む
）
と
し
て
代
表
的
な
も
の
は
学
校
基
本
調
査
（
教
務
課
）
、

日
本
私
立
大
学
連
盟
「
学
生
生
活
実
態
調
査
」
（
厚
生
課
）
、
大
学
生
協
事
業
連
「
学
生
の
消
費
生
活
に
関
す
る
実
態
調
査
」
（
厚
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ま
れ
て
い
る
事
例
と
し
て
資
料
か
ら
確
認
で
き
る
。

私
立
大
学
連
盟
調
査
を
用
い
た
学
生
実
態
把
握

本
学
に
お
け
る
学
生
実
態
把
握
の
た
め
の
情
報
の
一
つ
と
し
て
、
全
国
私
立
大
学
連
盟
（
以
下
、
私
大
連
）
の
「
学
生
生
活

実
態
調
査
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
全
国
の
私
立
大
学
が
私
大
連
の
要
請
に
よ
り
調
査
を
行
う
も
の
で
、
全
国
調
査
と
し
て
六
○

年
代
か
ら
開
始
さ
れ
て
い
た
。
調
査
は
、
当
時
は
三
年
ご
と
に
実
施
さ
れ
て
お
り
、
八
一
年
二
月
か
ら
一
二
月
に
か
け
て
実

施
さ
れ
た
第
五
回
調
査
で
は
、
私
大
連
加
盟
全
国
七
七
大
学
の
学
部
学
生
約
六
五
万
人
の
中
か
ら
、
約
二
三
，
○
○
○
名
を
対

象
と
し
た
調
査
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
（
有
効
サ
ン
プ
ル
は
約
一
六
，
○
○
○
名
）
。
本
学
で
は
、
各
学
部
に
一
○
○
名
前
後

の
回
答
者
を
設
定
す
る
サ
ン
プ
ル
調
査
と
し
、
全
学
で
計
七
五
○
名
を
対
象
者
と
し
て
、
五
二
六
名
（
回
収
率
約
七
割
）
の
有

効
回
答
を
得
て
い
る
。
設
問
等
の
詳
細
は
割
愛
す
る
が
、
サ
ン
プ
ル
調
査
と
は
い
え
、
本
学
の
学
生
実
態
の
傾
向
を
把
握
す
る

上
で
の
一
手
段
と
な
っ
て
お
り
、
七
○
年
代
、
学
生
の
実
態
に
つ
い
て
言
及
す
る
様
々
な
資
料
の
中
で
度
々
用
い
ら
れ
て
い
る

こ
の
調
査
の
利
用
に
あ
た
っ
て
は
全
国
調
査
と
い
う
特
性
を
活
か
し
て
全
国
の
私
立
大
学
と
の
比
較
が
再
能
で
あ
り
本

学
で
も
、
例
え
ば
表
３
に
示
す
よ
う
に
、
全
て
の
調
査
項
目
に
関
し
て
全
国
値
と
の
比
較
が
経
年
で
一
覧
で
き
る
大
学
独
自
の

報
告
書
を
作
成
し
て
い
る
（
「
昭
和
五
六
年
度
私
大
連
盟
第
五
回
学
生
生
活
実
態
調
査
（
厚
生
課
）
」
）
。
ま
た
、
デ
ー
タ
が
入

手
可
能
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
特
定
大
学
の
結
果
と
の
比
較
も
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
表
中
か
ら
は
省
略
し
て
い
る
が
、
学
生

部
厚
生
課
作
成
の
一
覧
表
（
原
表
）
に
は
、
近
畿
地
区
の
他
の
私
立
大
学
と
の
比
較
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
興
味
深
い
。
な

こ
と
が
確
認
で
き
る
。
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本
学
独
自
の
分
析

こ
の
よ
う
な
全
国
調
査
の
、
本
学
に
お
け
る
活
用
方

法
と
し
て
、
デ
ー
タ
を
独
自
に
再
集
計
し
、
分
析
を
お

こ
な
っ
て
い
る
点
を
特
徴
と
し
て
あ
げ
る
こ
と
が
で
き

る
だ
ろ
う
。
具
体
的
に
は
、
学
部
別
で
あ
っ
た
り
、
他

に
も
様
々
な
本
学
学
生
の
属
性
別
に
集
計
・
分
析
を
お

こ
な
っ
て
い
る
。
私
大
連
調
査
の
枠
組
み
を
利
用
し
て
、

本
学
の
実
態
把
握
に
資
す
る
、
よ
り
有
用
な
情
報
を
得

よ
う
と
す
る
試
み
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

一
例
を
あ
げ
る
。
表
３
の
「
大
学
生
活
の
目
的
」
を

お
前
節
で
当
時
の
大
学
生
像
の
考
察
に
も
あ
る
よ
う

に
、
学
生
の
意
識
と
い
う
点
に
お
い
て
は
、
「
学
生
と
い

う
集
合
体
で
画
一
性
が
あ
る
」
（
石
田
、
一
九
七
九
）
こ

と
は
本
学
も
そ
の
例
外
で
は
な
く
、
全
体
傾
向
と
し
て

は
、
全
国
値
と
比
較
し
て
際
立
っ
た
差
異
は
認
め
ら
れ

み
払
い
。

表署 大学生活の目的第1順位としての選択率

(私大連調査を用いた全国との比較）

数値は、第1順位として選択された項目の割合を示す。

厚生課1982年10月作成の調査集計結果報告文書（｢昭和56年度私大連盟第含
回学生生活実態調査｣）の表より抜粋。（筆者一部再構成）
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問
う
設
問
に
つ
い
て
、
こ
の
問
い
で
は
、
学
生
が
大
学
生
活
の
目
的
と
し
て
上
位
と
考
え
る
も
の
を
一
三
一
ま
で
順
位
を
つ
け
て

回
答
す
る
も
の
で
、
表
３
の
各
数
値
は
第
一
位
の
順
位
が
つ
け
ら
れ
た
比
率
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
全
国
的
な
傾
向
の
分
析
を

お
こ
な
っ
た
斎
藤
に
よ
る
と
、
大
学
生
活
の
目
的
の
上
位
五
項
目
は
、
Ｃ
、
Ｂ
、
Ｄ
、
Ａ
、
Ｆ
の
順
で
、
Ｃ
（
豊
か
な
教
養
を

身
に
つ
け
人
格
を
陶
冶
す
る
）
と
Ａ
（
学
問
研
究
を
通
じ
て
真
理
を
探
究
す
る
）
に
つ
い
て
は
経
年
比
較
で
明
ら
か
に
下
降
線

を
た
ど
っ
て
い
る
こ
と
を
「
憂
う
べ
き
結
果
」
と
し
て
い
る
（
斎
藤
、
一
九
八
三
．
本
学
の
値
を
見
る
と
、
八
一
年
調
査
で

刀
本
学
力
第
一
順
位
選
択
の
最
多
割
合
が
Ｂ
（
専
門
的
知
識
・
技
術
）
、
次
い
で
僅
差
で
Ｃ
（
豊
か
な
教
養
）
と
い
う
部
分
に

の
本
学
の
第
一
順
位
選
択
の
最
多
割
合
が
Ｂ
（
専
門
的
知
識
・
技
術
）
霜

つ
い
て
、
全
国
で
は
Ｃ
が
最
多
割
合
、
次
い
で
Ｂ
で
あ
る
事
等
、
ｊ較

若
干
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
全
体
と
し
て
は
ほ
ぼ
同
一
傾
向
に
比

あ
る
こ
と
は
先
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
．
そ
し
て
こ
の
ア
ン
ケ
ー
”

卜
結
果
に
対
し
て
、
さ
ら
に
本
学
独
自
の
集
計
を
加
え
た
も
の
が
醗学

表
４
で
あ
る
。
く

こ
こ
で
は
全
学
の
集
計
値
と
は
別
に
、
学
部
別
、
回
生
別
、
現
．
帥

浪
別
の
属
性
ご
と
に
そ
の
傾
向
を
把
握
可
能
な
も
の
が
示
さ
れ
の活

て
い
る
。
私
大
連
の
調
査
設
計
は
個
人
が
特
定
で
き
る
も
の
で
は
生

な
い
た
め
、
あ
く
ま
で
も
調
査
票
上
か
ら
読
み
取
れ
る
属
性
に
準
樟

じ
た
分
析
と
な
る
限
界
が
存
在
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
教
学
改
４

善
施
策
に
具
体
的
に
反
映
可
能
な
実
態
と
し
て
捉
え
る
た
め
に
表

3つ以内を選んで順位別に記入

前掲、厚生課による調査集計結果報告文書より抜粋。
括弧内の数値は、第1順位として選択した項目の
割合を示す。第1順位として降順で3つ示してい
る。

法学部

経済学部

経営学部

産業社会学音

文学部

理工学割

B(26.;

H20.:

C(24.(

C(23.(

B.C(25.

b(3i.:

D(24.1

d(14.;

D(20.(

A(16.',

D(15'

D(15.(

C(14.5

C,F(11.6

B13.8

H(15.2

H(12.7

C14.3

1El生

2回生

3回生

4回生

B(25.(

B(24.!

D(20.0)

C(28.(

C19.4

D(16.i

C(16/

b(16.:

D(15.7

H(14.2

H(15.5

H(15.3

現1

現役外

C(19.4

B(21.1

B(19.(

D(18.:

H15.6

C(IB.c
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’
九
七
八
年
の
一
琴
学
生
実
態
把
握
」

前
項
ま
で
に
示
し
た
一
九
七
○
年
代
か
ら
八
○
年
代
初
頭
に
か
け
て
の
若
干
の
事
例
か
ら
、
全
学
的
な
取
り
組
み
と
し
て
の

実
態
把
握
の
一
端
を
見
て
き
た
・
こ
こ
か
ら
は
、
よ
り
系
統
的
で
全
学
的
体
制
を
伴
っ
た
形
で
調
査
実
施
が
実
現
し
た
事
例
含
学

生
実
態
調
査
」
の
全
学
実
施
に
至
る
過
程
を
見
て
い
き
た
い
。

七
九
年
全
学
協
を
翌
年
に
控
え
た
七
八
年
、
全
学
協
の
確
認
事
項
に
あ
る
「
実
態
を
系
統
的
・
全
学
的
に
把
握
」
す
る
た
め

の
具
体
化
の
一
方
策
と
し
て
、
教
学
活
動
全
般
を
年
度
総
括
す
る
「
教
学
総
括
」
に
あ
た
っ
て
、
教
学
部
お
よ
び
学
生
部
が
中

心
と
な
り
、
全
学
的
な
学
生
実
態
把
握
の
た
め
の
資
料
収
集
・
総
合
・
分
析
の
作
業
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
こ
の
作
業
は
七
九
年

一
○
月
に
『
学
生
（
教
学
）
実
態
把
握
の
中
間
ま
と
め
』
報
告
書
と
し
て
発
行
さ
れ
、
七
九
年
全
学
協
で
は
「
八
○
年
代
の
学

園
政
策
確
立
の
た
め
」
の
全
学
討
議
の
際
の
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
も
ち
ろ
ん
全
学
協
で
の
議
論
の
素
材
と

し
て
「
中
間
」
と
し
て
発
行
を
合
わ
せ
た
（
あ
る
い
は
急
い
だ
）
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、

全
学
議
論
が
分
析
を
伴
っ
た
実
態
把
握
・
調
査
と
い
う
一
つ
の
根
拠
を
以
て
進
め
ら
れ
る
意
義
は
大
き
い
も
の
が
あ
る
。

こ
こ
で
の
実
態
把
握
の
「
作
業
」
は
、
学
内
既
存
の
調
査
・
情
報
を
収
集
し
、
系
統
的
に
再
編
成
す
る
作
業
で
あ
っ
た
．
発

は
各
々
の
集
団
や
属
性
に
則
し
た
把
握
は
必
要
と
な
る
。
「
本
学
の
学
生
一
般
」
と
い
う
枠
を
超
え
て
、
よ
り
リ
ア
ル
に
実

態
を
把
握
す
る
た
め
の
取
り
組
み
の
一
つ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

二
一
冒
学
生
実
態
調
査
」
の
全
学
実
施



、ワ
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行
さ
れ
た
報
告
書
は
本
学
学
生
の
家
庭
環
境
、
経
済
状
況
、
住
環
境
生
活
時
間
構
造
、
休
退
学
等
の
状
況
、
入
学
関
係
、

正
課
授
業
、
正
課
外
活
動
、
就
職
状
況
と
い
っ
た
領
域
か
ら
、
各
部
課
が
保
有
す
る
既
存
資
料
に
よ
る
数
量
的
把
握
お
よ
び
、

各
学
部
・
教
学
機
関
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
等
に
基
づ
い
た
小
集
団
教
育
を
中
心
に
し
た
学
生
実
態
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
（
『
学

生
（
教
学
）
実
態
把
握
の
中
間
ま
と
め
』
、
一
九
七
九
）
。

な
お
、
こ
の
教
学
部
・
学
生
部
が
主
導
し
た
「
実
態
把
握
」
と
は
別
に
、
学
生
側
も
学
生
と
し
て
の
視
点
、
問
題
意
識
に
基
づ
き
、

全
国
、
他
大
学
と
の
比
較
を
盛
り
込
む
等
し
た
白
書
を
作
成
し
た
り
、
ま
た
小
集
団
ク
ラ
ス
や
ゼ
ミ
に
対
し
て
実
態
把
握
（
白

書
作
成
）
を
呼
び
か
け
て
い
る
。
従
来
顕
著
で
あ
っ
た
、
学
費
問
題
に
関
心
を
置
い
た
、
経
済
的
実
態
や
生
活
実
態
の
み
な
ら
ず
、

教
学
的
な
改
善
を
志
向
し
た
内
容
が
見
て
取
れ
る
（
一
部
学
友
会
執
行
委
員
会
「
実
態
白
書
第
一
弾
こ
の
驚
く
べ
き
学
べ
な
い

実
態
」
一
九
七
九
）
。
根
拠
に
基
づ
い
た
教
学
改
善
・
改
革
議
論
の
素
地
が
本
学
に
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
時
期
と
考
え
ら
れ
る
．

’
九
八
○
年
か
ら
の
本
学
独
自
の
全
学
的
調
査

前
年
の
既
存
資
料
「
総
合
」
作
業
か
ら
一
歩
踏
み
込
ん
だ
実
態
把
握
が
試
み
ら
れ
た
の
が
一
九
八
○
年
で
あ
る
。
全
学
規
模

の
本
学
独
自
調
査
「
学
生
実
態
調
査
」
が
教
学
部
に
よ
っ
て
企
画
・
実
施
さ
れ
た
．
七
九
年
の
時
点
で
は
既
に
新
入
生
対
象
の

全
学
調
査
は
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
が
、
八
○
年
か
ら
は
、
学
部
一
回
生
か
ら
三
回
生
三
部
学
生
は
一
回
生
の
み
）
ま
で
に
対

象
が
拡
大
さ
れ
た
。
こ
の
調
査
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
、
教
学
部
に
よ
る
調
査
結
果
報
告
書
の
中
に
、
特
定
の
テ
ー
マ
に
焦

点
を
あ
て
た
も
の
で
は
な
く
、
学
生
の
「
生
活
実
態
」
を
主
に
し
な
が
ら
広
範
囲
に
設
問
を
お
こ
な
っ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の

よ
う
な
位
置
づ
け
か
ら
、
結
果
と
し
て
「
概
括
的
な
実
態
を
一
定
程
度
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
た
」
も
の
の
、
「
分
析
を
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’
九
八
一
年
か
ら
八
五
年
に
か
け
て
の
全
学
調
査

教
学
の
実
態
、
す
な
わ
ち
学
生
の
「
学
び
」
に
つ
い
て
の
実
態
把
握
と
い
う
課
題
に
対
し
て
、
各
学
部
・
教
学
機
関
と
の
連

携
を
図
り
な
が
ら
進
め
て
い
く
た
め
に
、
翌
一
九
八
一
年
に
は
、
教
学
対
策
会
議
（
学
部
等
の
執
行
部
が
教
学
課
題
に
つ
い
て

全
学
的
な
議
論
を
お
こ
な
う
会
議
。
以
下
、
教
対
会
議
と
略
記
。
）
の
も
と
に
小
委
員
会
と
し
て
「
全
学
学
生
実
態
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
に
関
す
る
委
員
会
」
が
組
織
さ
れ
た
。
「
生
活
実
態
の
み
な
ら
ず
教
学
実
態
を
も
で
き
る
だ
け
客
観
的
に
把
握
す
る
こ

と
を
め
ざ
し
た
も
の
」
（
立
命
館
学
園
広
報
、
一
九
八
二
）
と
し
て
、
こ
の
委
員
会
で
、
あ
ら
た
め
て
ア
ン
ケ
ー
ト
項
目
や
内

容
に
つ
い
て
の
検
討
が
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
八
一
年
調
査
の
実
施
・
分
析
体
制
が
、
以
降
八
五
年
ま
で
実
施

さ
れ
て
い
た
全
学
調
査
の
基
本
形
と
な
る
。

調
査
内
容
は
皇
冒
生
活
実
態
」
の
把
握
を
中
心
に
既
存
調
査
の
統
合
と
し
て
設
計
さ
れ
た
性
格
が
色
濃
い
も
の
で
あ
っ
た
。

調
査
対
象
の
拡
大
も
含
め
一
定
本
学
の
文
脈
に
即
し
て
設
問
数
の
集
約
等
が
図
ら
れ
た
も
の
の
、
実
施
主
体
で
あ
る
教
学
部
が

「
教
学
的
実
態
」
か
ら
「
教
学
的
課
題
」
を
導
き
出
す
た
め
の
素
材
と
し
て
、
あ
る
い
は
教
学
改
善
に
向
け
て
各
学
部
等
と
の

対
話
促
進
の
一
手
段
と
し
て
用
い
る
材
料
と
す
る
に
は
、
な
お
課
題
が
残
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
．

た 深
く
行
う
こ
と
に
は
必
ず
し
も
い
た
（
一
て
い
な
い
」
旨
が
課
題
と
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
二
九
八
○
年
度
全
学
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
（
一
九
八
○
、
一
○
実
施
）
結
果
に
み
ら
れ
る
特
徴
点
に
つ
い
て
」
教
務
課
）
．
な
お
、
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
一
回
生
用
、
二
・
三

回
生
用
、
二
部
一
回
生
用
の
三
種
類
が
用
意
さ
れ
、
在
籍
者
の
三
割
を
基
準
と
し
て
対
象
者
が
設
定
さ
れ
調
査
が
お
こ
な
わ
れ
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八
一
年
の
実
施
委
員
会
で
の
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
教
対
会
議
で
の
議
論
や
他
大
学
で
の
実
践
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
次
の

よ
う
な
点
を
原
則
と
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
項
目
が
整
理
・
設
定
さ
れ
た
。
①
全
学
に
共
通
す
る
基
本
的
な
も
の
に
限
定
，
②
各
学

部
独
自
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
整
理
し
全
学
的
な
も
の
と
の
区
別
を
明
確
化
、
③
生
活
実
態
に
関
し
て
は
、
過
去
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
と
の
比
較
検
討
の
た
め
の
継
承
性
を
考
慮
、
た
だ
し
、
生
活
指
導
や
教
学
改
善
に
資
す
る
と
は
思
え
な
い
項
目
に
つ
い

て
は
削
除
、
④
経
年
調
査
を
前
提
と
し
た
各
項
目
の
厳
密
な
検
討
、
で
あ
る
。
ま
た
、
本
学
の
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
設
備
（
マ
ー

ク
シ
ー
ト
方
式
集
計
シ
ス
テ
ム
）
の
制
約
か
ら
設
問
項
目
は
三
○
問
以
内
、
一
項
目
の
選
択
肢
八
つ
以
内
で
の
設
定
と
な
っ
て

い
た
（
．
九
八
一
（
昭
和
五
六
）
年
度
全
学
学
生
実
態
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
報
告
書
」
）
・

実
施
ま
で
の
経
過
と
し
て
、
委
員
会
が
六
月
上
旬
か
ら
一
ヶ
月
を
か
け
て
ア
ン
ケ
ー
ト
一
次
案
を
ま
と
め
、
夏
期
休
暇
を
挟

み
学
部
ご
と
の
集
中
調
査
委
員
会
で
の
検
討
を
経
た
上
で
、
九
月
上
旬
に
二
次
案
を
作
成
、
そ
の
後
、
教
対
会
議
に
上
程
、
審

議
さ
れ
、
設
問
等
の
最
終
調
整
を
経
て
一
○
月
の
実
施
に
至
っ
て
い
る
。

態
把
握
を
試
み
て
い
る
。

設
問
の
特
徴

計
三
○
問
と
い
う
限
ら
れ
た
枠
の
中
で
お
こ
な
わ
れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
設
問
内
容
を
大
別
す
る
と
、
表
５
の
よ
う
に
な
る
。

課
題
と
さ
れ
て
い
た
「
教
学
実
態
把
握
」
に
つ
い
て
（
表
５
で
示
す
学
習
活
動
に
つ
い
て
の
項
目
）
、
新
入
生
、
二
部
学
生
の

別
な
ど
対
象
に
よ
っ
て
若
干
異
な
る
部
分
も
あ
る
が
“
設
問
数
計
七
～
九
個
と
か
な
り
の
割
合
を
占
め
、
そ
れ
ら
を
通
し
て
実

学
習
に
関
す
る
設
問
内
容
と
し
て
は
、
①
全
体
的
な
勉
学
態
度
（
二
、
三
回
生
の
み
設
定
）
、
②
小
集
団
教
育
に
つ
い
て
の
考
え
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調
査
・
分
析
結
果
の
活
用
と
調
査
の
洗
練
化

こ
の
一
九
八
一
年
実
施
の
調
査
は
、
実
施
後
の
分
析
過
程
に
お
い
て
、

③
ア
ッ
セ
ン
ブ
リ
！
ア
ワ
ー
（
正
課
外
）
の
利
用
状
況
④
大
講
義
（
一

般
教
育
）
出
席
状
況
、
⑤
大
講
義
（
専
門
科
目
）
出
席
状
況
、
⑥
大
講
義

欠
席
理
由
、
⑦
授
業
時
間
外
学
習
時
間
、
⑧
図
書
館
利
用
頻
度
、
⑨
読
書

傾
向
、
に
つ
い
て
で
あ
る
．

限
ら
れ
た
設
問
数
の
中
で
、
「
基
本
的
・
基
礎
的
と
思
わ
れ
る
事
項
に

限
定
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
」
（
立
命
館
学
園
広
報
、
一
九
八
二
）
と
は

い
え
、
こ
れ
ま
で
の
全
学
的
な
学
生
「
生
活
実
態
」
調
査
で
は
、
あ
ま
り

多
く
含
ま
れ
て
こ
な
か
っ
た
、
正
課
・
正
課
外
両
側
面
か
ら
の
学
習
活
動

に
つ
い
て
、
全
学
的
な
実
態
の
把
握
が
試
み
ら
れ
こ
と
が
大
き
な
特
徴
と

言
え
よ
う
。
設
問
で
は
、
本
学
独
自
の
文
脈
に
即
し
た
、
「
小
集
団
教
育
」
、

「
自
主
ゼ
ミ
・
サ
ブ
ゼ
ミ
」
、
「
ア
ッ
セ
ン
ブ
リ
ー
・
ア
ワ
ー
」
等
の
用
語

が
用
い
ら
れ
、
学
習
へ
の
取
り
組
み
状
況
に
加
え
て
、
「
大
講
義
」
、
「
小

集
団
教
育
」
、
「
正
課
外
学
習
」
等
が
、
全
学
的
に
実
態
を
把
握
す
る
べ
き

課
題
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

表51981年実施全学アンケート（設問数の傾向：

1981年の学生調査結果報告書に示される分析の枠組みに基づき作成。数値は、
アンケート（1981年実施の計30問）中に占める設問項目数を示す。

1．大学進学動機

2立命館大学を選んだ理由

3．学部（学科・専攻）の選択理庄

4．住居・通学形態について

5．家庭環境（家計支持者の職と所得：

6．学生生活における経済的側、
(アルバイI､含；

7．課外活動（サークル等）について

8．登校状況について

9．学習活動について（正課・正課外：

10.大学生活の悩み、充実度について

11将来像について

(生き方、進みたい分野

1回生ノ

1

2,3回生月 2部生用



各
学
部
、
関
係
教
学
機
関
か
ら
の
メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ
る
調
査
分
析
委
員
会
（
学
部
・
二
部
協
議
会
学
生
課
、
厚
生
課
、

学
生
課
二
部
分
室
等
）
の
場
で
、
各
委
員
が
ク
ロ
ス
集
計
等
を
用
い
て
、
学
部
教
学
、
各
課
業
務
等
に
関
連
す
る
特
徴
な
ど
を

分
析
・
レ
ポ
ー
ト
し
、
最
終
的
に
二
九
八
一
（
昭
和
五
六
）
年
度
全
学
学
生
実
態
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
報
告
書
」
と
し
て

ま
と
め
ら
れ
各
機
関
に
報
告
が
な
さ
れ
た
。
ま
た
、
同
年
開
催
さ
れ
た
全
学
企
画
、
第
二
回
全
学
教
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
報

告
が
お
こ
な
わ
れ
る
等
、
教
学
改
善
に
向
け
た
討
議
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
た
。

こ
の
報
告
書
は
、
学
部
別
の
集
計
を
提
示
し
た
上
で
、
分
析
は
あ
く
ま
で
全
学
的
な
特
徴
を
資
料
的
に
示
す
に
と
ど
ま
っ
て

い
る
が
、
特
筆
す
べ
き
は
、
そ
の
報
告
書
作
成
過
程
で
の
、
各
学
部
分
析
委
員
の
手
に
よ
る
分
析
レ
ポ
ー
ト
で
あ
る
。
委
員
自

身
の
学
部
回
答
結
果
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
学
の
現
状
・
文
脈
と
つ
き
あ
わ
せ
な
が
ら
、
学
部
独
自
の
視
点
で
き
わ
め
て

詳
細
な
分
析
レ
ポ
ー
ト
を
作
成
し
て
い
る
（
『
学
生
実
態
調
査
綴
学
生
実
態
（
全
学
）
、
ア
ン
ケ
ー
ト
等
、
実
態
調
査
ま
と
め
（
分

析
崖
一
九
七
五
年
～
一
九
八
五
年
）
．
各
レ
ポ
ー
ト
は
、
全
学
平
均
や
他
学
部
、
学
部
内
属
性
ご
と
の
デ
ー
タ
を
参
照
し
な
が
ら
、

各
々
が
設
定
し
た
観
点
か
ら
分
析
が
な
さ
れ
て
い
る
。
あ
く
ま
で
委
員
会
議
論
の
た
め
の
素
材
と
し
て
の
位
置
づ
け
で
あ
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
そ
れ
自
体
が
全
学
的
に
共
有
さ
れ
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、
前
項
の
全
国
調
査
の
枠
組
み
を
本
学
独
自
の
視

点
で
活
用
を
図
る
こ
と
と
同
様
の
構
図
が
見
て
取
れ
る
。
検
討
委
員
に
よ
る
レ
ポ
ー
ト
が
、
各
学
部
で
ど
の
程
度
共
有
さ
れ
た

か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
す
く
な
く
と
も
当
時
の
学
部
を
代
表
す
る
委
員
が
、
そ
う
い
っ
た
学
部
で
の
地
道
な
分
析
作
業
を
経

て
全
学
的
な
議
論
の
場
に
臨
ん
で
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
評
価
す
べ
き
で
あ
ろ
う
．

こ
の
よ
う
な
全
学
調
査
の
取
り
組
み
は
‐
八
二
年
、
八
三
年
、
八
五
年
と
実
施
さ
れ
る
が
“
途
中
、
回
答
用
紙
の
項
目
数
制

限
の
改
善
も
あ
っ
て
、
当
初
設
定
の
無
か
っ
た
性
別
等
の
項
目
の
追
加
（
八
五
年
）
も
お
こ
な
わ
れ
、
よ
り
多
角
的
な
視
点
で
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学
生
個
人
に
焦
点
を
あ
て
た
実
態
把
握

こ
こ
ま
で
、
全
学
的
な
実
態
把
握
の
取
り
組
み
を
中
心
に
、
そ
の
実
施
の
状
況
や
活
用
な
ど
を
見
て
き
た
。
本
学
で
言
う
「
教

、
、

学
実
態
の
把
握
」
は
、
大
学
全
体
と
し
て
の
方
向
性
を
導
出
す
る
よ
う
な
「
本
学
学
生
一
般
の
実
態
把
握
」
の
み
を
意
味
す
る

も
の
で
は
な
い
こ
と
は
自
明
で
あ
る
が
、
最
後
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
部
・
教
学
機
関
が
持
つ
文
脈
の
上
で
の
学
生
実
態
把
握
の

好
事
例
の
一
つ
と
し
て
、
法
学
部
の
「
学
生
動
態
調
査
」
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
き
た
い
。
一
九
八
二
年
三
月
の
立
命
館
組
合
新

聞
「
Ｊ
Ｃ
全
学
協
確
認
の
教
育
・
業
務
実
践
報
告
」
に
お
い
て
も
、
学
部
で
の
実
態
把
握
の
取
り
組
み
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
る
も
の
で
あ
る
（
立
命
館
組
合
新
聞
、
一
九
八
二
）
。

分
析
が
可
能
と
な
る
よ
う
洗
練
化
が
図
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
八
二
年
は
、
前
年
実
施
後
の
分
析
段
階
で
課
題
と
な
っ
た
、
サ

ン
プ
ル
数
不
足
に
起
因
す
る
学
部
・
学
年
別
ク
ロ
ス
集
計
の
信
頼
性
の
問
題
等
へ
の
対
応
の
た
め
、
調
査
対
象
が
一
部
学
生
は

在
籍
者
の
半
数
に
、
二
部
学
生
は
全
数
調
査
に
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
八
五
年
に
は
、
従
来
一
回
生
か
ら
三
回
生
ま
で
が

対
象
で
あ
っ
た
も
の
を
、
「
回
生
毎
の
変
化
を
系
統
的
に
把
握
す
る
た
め
に
」
（
「
一
九
八
五
年
度
全
学
学
生
実
態
調
査
報
告
書
」

一
九
八
六
年
）
四
回
生
を
対
象
者
と
し
て
加
え
た
調
査
と
な
っ
た
。

こ
の
後
、
「
教
学
実
態
」
に
焦
点
を
あ
て
た
全
学
的
調
査
は
、
九
○
年
代
に
入
る
と
「
学
習
成
果
」
へ
の
着
目
等
（
「
教
学
実

態
に
関
す
る
全
学
ア
ン
ケ
ー
ト
」
一
九
九
一
年
実
施
）
、
大
き
な
変
化
を
伴
っ
て
新
た
な
局
面
を
迎
え
る
こ
と
と
な
る
が
、
こ

の
八
○
年
代
前
後
の
全
学
的
な
取
り
組
み
（
模
索
）
が
、
後
の
、
教
学
的
課
題
を
含
め
た
本
学
の
学
生
実
態
把
握
の
手
法
や
体

制
、
結
果
共
有
の
あ
り
か
た
に
方
向
性
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
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法
学
部
の
学
生
動
態
調
査
は
小
集
団
科
目
へ
の
出
席
状
況
や
単
位
履
修
状
況
に
（
一
い
て
入
学
時
か
ら
卒
業
時
ま
で
を
追

跡
調
査
・
記
録
し
、
あ
わ
せ
て
学
生
面
接
（
単
位
僅
少
・
出
席
不
足
等
）
の
記
録
を
加
え
た
も
の
を
用
い
て
、
個
々
の
学
生
の

学
習
状
況
把
握
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
学
生
個
人
の
状
況
に
着
目
し
た
実
態
把
握
の
取
り
組
み
で
あ
り
、
教
員
が
ク
ラ
ス
運

営
の
参
考
資
料
と
し
て
の
利
用
や
、
個
々
の
学
生
の
指
導
援
助
の
た
め
の
資
料
、
父
母
か
ら
の
相
談
対
応
や
父
母
懇
談
会
等
で

活
用
さ
れ
て
い
た
。
「
留
年
学
生
が
全
学
的
に
見
て
も
多
い
」
と
い
う
学
部
課
題
へ
の
対
応
か
ら
開
始
さ
れ
た
こ
の
実
践
で
は
、

「
教
員
が
把
握
し
て
い
る
学
習
を
中
心
と
し
た
状
況
」
と
「
事
務
室
が
把
握
し
て
い
る
学
生
を
中
心
と
し
た
状
況
」
さ
ら
に
「
事

務
室
が
把
握
し
て
い
る
学
生
生
活
面
で
の
状
況
」
と
い
う
三
つ
の
連
結
を
組
織
的
に
お
こ
な
う
こ
と
の
重
要
性
、
有
効
性
が
強

調
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
今
後
、
学
業
成
績
だ
け
で
な
く
動
態
調
査
の
結
果
な
ど
に
つ
い
て
も
父
母
に
送
付
し
、
学
生
の
成
長
や

大
学
へ
の
願
い
相
談
等
を
聞
い
て
い
く
こ
と
を
事
務
体
制
整
備
と
あ
わ
せ
て
残
さ
れ
た
課
題
と
言
及
し
て
い
る
が
、
実
態
把
握

た
め
の
調
査
活
用
に
つ
い
て
、
家
庭
と
の
双
方
向
性
を
当
時
志
向
し
て
い
た
こ
と
は
注
目
で
き
る
だ
ろ
う
。

昨
今
、
こ
う
い
っ
た
個
人
に
焦
点
を
あ
て
た
実
態
把
握
と
そ
の
活
用
は
、
よ
り
教
学
の
現
場
に
近
い
と
こ
ろ
で
の
教
学
改
善

に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
も
の
と
し
て
（
ま
た
情
報
通
信
技
術
の
進
展
に
あ
わ
せ
て
）
改
め
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、

学
修
ポ
ー
ト
フ
オ
リ
オ
の
作
成
や
学
生
カ
ル
テ
の
導
入
等
が
教
学
的
課
題
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

個
人
に
焦
点
を
あ
て
た
当
時
の
実
践
は
、
本
学
が
現
在
（
再
び
）
直
面
し
て
い
る
課
題
対
応
と
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
だ
ろ

う
．
な
お
、
法
学
部
の
事
例
に
限
ら
ず
、
学
部
ご
と
の
特
性
に
基
づ
い
て
多
く
の
実
態
把
握
の
取
り
組
み
が
存
在
し
て
い
る
こ

と
は
、
資
料
か
ら
も
容
易
に
確
認
で
き
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
ら
に
迫
る
こ
と
は
次
稿
に
譲
る
こ
と
と
し
た
い
。
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そ
う
し
た
課
題
設
定
・
分
析
視
角
は
今
日
の
男
で
い
う
と
こ
ろ
の
丙
①
ｍ
の
胃
呂
Ｃ
宮
①
豊
○
三
（
一
ま
り
教
学
改
善
に
む

け
た
出
発
点
で
あ
り
、
調
査
の
結
果
得
ら
れ
た
「
情
報
」
は
、
全
学
の
方
向
性
と
学
部
の
教
学
改
善
を
導
く
際
の
重
要
な
「
素

材
」
と
な
る
。
ち
な
み
に
今
日
、
こ
れ
ら
は
、
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
評
価
す
る
際
の
ひ
と
つ
の
間
接
的
な
指
標
と
位
置
づ
け
ら

れ
る
に
至
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
当
時
そ
の
よ
う
な
発
想
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
確
認
し
難
い
が
、
「
討
議
資
料
」
と
さ
れ

以
上
蔦
一
九
八
○
年
前
後
の
一
大
学
の
大
衆
化
」
が
い
よ
い
よ
言
わ
れ
た
状
況
の
も
と
で
、
大
学
が
そ
の
時
代
に
生
き
る
学

生
の
変
化
に
つ
い
て
、
調
査
を
通
し
て
把
握
す
る
こ
と
を
試
み
て
き
た
事
例
を
い
く
つ
か
概
観
し
て
き
た
。
新
た
な
文
化
的
背

景
を
有
し
変
化
を
続
け
る
学
生
た
ち
を
前
に
、
そ
の
変
化
、
実
態
を
捉
え
、
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
教
学
改
革
・
改
善
に
資
す
る
「
情

報
」
を
得
よ
う
と
取
り
組
む
、
本
学
の
活
動
の
一
端
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
だ
ろ
う
．

こ
の
時
期
の
特
質
と
し
て
、
七
○
年
代
の
全
学
協
確
認
事
項
に
も
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
教
学
的
な
関
心
を
伴
っ
た
実
態
把
握

が
新
た
に
課
題
化
さ
れ
た
点
を
、
ま
ず
指
摘
で
き
る
だ
ろ
う
。
大
学
の
質
的
充
実
と
い
う
要
請
と
相
侯
っ
て
、
本
学
で
は
＄
当

時
の
自
主
改
革
の
流
れ
の
中
で
、
把
握
す
る
べ
き
教
学
的
な
視
点
・
課
題
が
用
意
さ
れ
、
そ
れ
ら
に
基
づ
い
た
実
態
把
握
の
た

め
の
分
析
視
角
が
具
体
化
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
全
学
規
模
で
実
施
さ
れ
た
学
生
実
態
調
査
に
お
け
る
設
問
項
目
の
傾

向
に
顕
著
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
学
習
に
関
連
す
る
項
目
、
と
り
わ
け
本
学
で
は
、
大
講
義
、
小
集
団
教
育
、
正
課
外
学
習
等
の

把
握
の
た
め
の
設
問
に
多
く
が
割
か
れ
た
こ
と
か
ら
、
当
時
そ
れ
ら
が
優
先
的
教
学
課
題
で
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
い
知
る
こ

と
か
で
蛍
」
‐
た
黍

む
す
び
に
か
え
て



た
調
査
・
分
析
結
果
二
情
報
」
）
を
下
敷
き
と
し
て
、
教
学
改
善
を
志
向
し
た
当
時
の
姿
勢
は
、
二
畳
組
織
的
な
評
価
活
動
」
と

本
学
が
定
義
す
る
「
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
・
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
（
Ｆ
Ｄ
）
」
の
潜
在
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
で
も
あ
る
。

次
に
、
調
査
・
分
析
に
あ
た
っ
て
の
全
学
的
な
体
制
整
備
の
具
体
化
を
伴
っ
て
、
学
内
各
所
の
「
情
報
」
の
総
合
化
に
む
け

た
基
盤
が
形
成
さ
れ
た
時
期
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
わ
せ
て
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
総
合
的
な
学
生
実
態
把
握
に
関
係
す
る
資
料

集
中
や
政
策
化
の
体
制
が
、
学
内
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
意
義
は
大
き
い
。
実
態
把
握
を
全
学
的
な
取
り
組
み
と
す
る
こ
と
で
、

各
々
の
学
部
・
機
関
が
従
来
現
場
で
実
践
的
に
把
握
し
て
き
た
「
情
報
」
に
つ
い
て
も
、
以
降
、
大
学
と
し
て
組
織
的
活
用
を

図
る
た
め
の
、
系
統
化
、
総
合
化
の
過
程
を
そ
こ
に
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
う
い
っ
た
当
時
の
特
質
か
ら
鑑
み
て
、
本
学
が
八
○
年
前
後
に
実
施
し
た
「
全
学
実
態
調
査
」
は
、
教
学
的
調
査
視
角
の

設
定
と
、
実
施
・
分
析
体
制
と
い
っ
た
点
に
関
し
て
は
、
本
学
に
お
け
る
従
来
の
実
態
調
査
と
は
一
線
を
画
し
た
事
例
で
あ
っ

た
と
評
価
で
き
る
だ
ろ
う
。
も
と
よ
り
、
実
施
に
お
け
る
様
々
な
制
約
か
ら
、
あ
く
ま
で
「
基
本
的
・
基
礎
的
と
思
わ
れ
る
事

項
に
限
定
」
さ
れ
て
い
た
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
全
学
調
査
単
体
が
描
き
だ
す
こ
と
が
で
き
る
実
態
の
限
界
性
を
示
す
も
の

し
か
し
な
が
ら
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
前
提
に
し
て
も
全
学
調
査
の
実
施
・
分
析
を
通
し
て
一
定
の
傾
向
が
示
さ
れ
電
と
り

わ
け
そ
の
分
析
過
程
に
、
各
学
部
・
教
学
機
関
の
参
画
に
よ
る
精
力
的
な
討
議
や
周
到
な
分
析
準
備
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、

本
学
が
重
視
す
る
「
学
生
実
態
の
把
握
を
日
常
的
に
お
こ
な
う
文
化
」
の
素
地
形
成
に
、
大
き
く
貢
献
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は

想
像
に
難
く
な
い
。
当
時
の
取
り
組
み
が
、
全
国
他
大
学
の
実
態
調
査
の
水
準
と
比
較
し
た
場
合
、
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら

れ
る
か
に
つ
い
て
は
、
考
察
の
余
地
を
残
す
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
本
学
の
実
態
調
査
の
歴
史
的
展
開
と
い
う
文
脈
の
中
に
お

で
あ
る
《
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謝
辞本

稿
執
筆
に
あ
た
り
、
情
報
提
供
い
た
だ
い
た
教
学
部
山
本
修
司
次
長
、
教
務
課
太
田
啓
子
課
長
、
棲
井
稔
也
課
長
補
佐
な

ら
び
に
、
本
学
百
年
史
編
纂
室
の
斎
藤
重
課
長
、
佐
々
木
雅
美
課
長
、
事
務
局
倉
本
広
子
氏
、
宮
崎
愛
氏
を
は
じ
め
、
示
唆
ご

教
示
い
た
だ
い
た
学
園
関
係
者
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

宮
浦
崇
（
立
命
館
大
学
教
育
開
発
推
進
機
構
講
師
）

鳥
居
朋
子
（
立
命
館
大
学
教
育
開
発
推
進
機
構
教
授
）

い
て
は
、
ひ
と
つ
の
到
達
点
を
そ
こ
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

な
お
、
第
三
節
末
で
、
全
学
的
調
査
で
は
把
握
困
難
な
学
生
実
態
に
迫
る
た
め
に
、
現
場
の
持
つ
教
学
的
文
脈
に
沿
う
形
で
、

一
定
の
課
題
に
特
化
し
た
実
態
把
握
の
試
み
に
つ
い
て
ふ
れ
た
。
大
学
の
総
意
と
し
て
「
実
態
を
そ
の
一
人
ひ
と
り
に
つ
い
て

総
合
的
に
リ
ア
ル
に
把
握
す
る
」
（
七
九
年
全
学
協
確
認
）
、
と
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
学
生
を
「
個
人
」
と
し
て
捉
え
る
視

点
の
存
在
は
、
八
○
年
代
半
ば
以
降
の
本
学
の
学
生
実
態
把
握
の
あ
り
か
た
に
大
き
く
影
響
し
た
で
あ
ろ
う
と
推
察
さ
れ
る
が
、

そ
う
い
っ
た
点
に
つ
い
て
の
検
証
は
、
九
○
年
代
以
降
の
実
態
把
握
の
考
察
と
と
も
に
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

本
学
に
お
け
る
実
態
把
握
の
取
り
組
み
は
、
歴
史
的
に
た
い
へ
ん
多
岐
に
わ
た
る
も
の
で
あ
り
、
当
時
の
地
道
な
取
り
組
み

の
一
つ
ひ
と
つ
は
、
本
学
が
今
日
的
課
題
と
し
て
抱
え
る
学
生
実
態
把
握
の
あ
り
か
た
に
大
き
な
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
。
学

部
独
自
の
実
践
の
よ
り
丹
念
な
検
証
と
あ
わ
せ
て
、
学
生
の
正
課
外
に
迫
る
実
態
把
握
の
記
録
等
に
つ
い
て
も
見
て
い
く
こ
と

が
必
要
と
な
る
だ
ろ
う
。
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ｚ
８
く
①
嘩
○
．
（
ら
認
）
・
段
Ｏ
ｐ
ｓ
①
の
匡
言
く
畠
○
二
ａ
Ｃ
宮
昌
ｑ
・
両
蔀
。
』
ｇ
畠
自
Ｑ
両
昌
①
５
房
①
峠
ｇ
ｏ
く
国
三
①
君
ｏ
酢
ｇ
ｇ
言
吊
己
号
旨
言
唱
四
。
８
胃
昌
○
三
言
一
宕
①
、
［
①
目

冒
Ｂ
Ｂ
ち
ま
‐
ら
認
豊
向
ミ
号
免
Ｓ
こ
目
ミ
ミ
ミ
団
昌
８
冒
雪
》
倶
局
当
ｌ
圏
．
（
Ｆ
Ｆ
ｏ
ａ
ｑ
）

留
呂
の
』
。
①
Ｆ
（
こ
ぎ
）
里
輔
罰
ミ
ミ
。
勇
旦
奇
函
ミ
ミ
。
ご
ミ
蒋
罵
ミ
暮
砲
且
昌
弓
目
忌
冒
冨
の
廼
８
国
歩
の
“
。
。
冒
冒
］
さ
こ
弓
の
三
目
ｏ
愚
見
①
“
ｇ
『
号

ア
ル
ベ
ル
ト
・
ア
マ
ラ
ル
（
二
○
○
九
）
「
欧
州
の
高
等
教
育
に
お
け
る
最
近
の
動
向
」
『
大
学
財
務
経
営
研
究
』
第
六
号
、
一
二
一
’
二
四
○
頁
。
言
亘
言
掌
量
．

魁
日
・
噌
宕
言
９
台
亀
弓
ご
易
三
つ
・
で
島
三
○
一
○
年
一
○
月
一
八
日
ア
ク
セ
ス
）

石
原
正
義
（
一
九
七
九
）
「
調
査
に
み
る
現
代
の
学
生
像
」
冒
肖
現
代
の
高
等
教
育
」
民
主
教
育
協
会
、
ｚ
ｐ
一
房
（
一
九
七
九
年
四
月
号
）
、
二
六
’
三
三
頁
。

一
般
教
育
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
（
一
九
七
九
）
「
学
生
実
態
把
握
の
試
み
に
つ
い
て
（
一
九
七
八
年
度
）
」
『
一
般
教
育
研
究
』
立
命
館
大
学
一
般
教
育
セ
ン
タ
ー
、

喜
多
村
和
之
（
二
○
○
一
）
『
現
代
大
学
の
変
革
と
政
策
ｌ
歴
史
的
．
比
較
的
考
察
」
多
摩
川
大
学
出
版
部
。

斎
藤
幸
一
郎
（
一
九
八
一
）
「
最
近
の
私
大
生
像
ｌ
私
大
連
の
調
査
を
も
と
に
」
「
己
同
現
代
の
高
等
教
育
』
民
主
教
育
協
会
、
此
一
三
○
（
一
九
八
一
年
五
月
号
）
、

斎
藤
幸
一
郎
（
一
九
八
二
）
一
最
折

第
一
六
七
号
、
三
二
’
三
九
頁
。

溝
上
慎
一
編
（
二
○
○
二
）
『
大
学
生
論
Ｉ
戦
後
大
学
生
論
の
系
譜
を
ふ
ま
え
て
ｌ
」
ナ
ヵ
ニ
シ
ャ
出
版
§

宮
浦
崇
・
山
田
勉
・
鳥
居
朋
子
・
青
山
佳
世
（
二
○
一
○
）
「
大
学
に
お
け
る
内
部
質
保
証
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
関
す
る
現
状
と
課
題
ｌ
立
命
館
大
学
の
事
例
を

第
一
五
号
三
’
三
七
頁
。

五
’
一
二
頁
。

参
考
言
文
献

一
最
近
の
学
生
の
生
活
と
意
識
…
学
生
生
活
実
態
調
査
を
踏
ま
え
て
：
」
「
大
学
時
報
」
私
立
大
学
連
盟
広
報
委
員
会
第
一
二
巻



48

雪
九
八
一
（
昭
和
五
六
）
年
度
全
学
学
生
実
態
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
報
告
書
」
（
一
九
八
二
年
三
月
）
立
命
館
大
学
教
学
部
舜
》

室
九
八
二
年
度
全
学
学
生
実
態
調
査
結
果
報
告
書
」
（
一
九
八
三
年
四
月
）
立
命
館
大
学
教
学
部
。

「
一
九
八
三
年
度
全
学
学
生
実
態
調
査
結
果
報
告
書
」
（
一
九
八
四
年
五
月
）
立
命
館
大
学
教
学
部
。

「
一
九
八
五
年
度
全
学
学
生
実
態
調
査
結
果
報
告
書
（
付
；
一
九
八
四
年
度
卒
業
生
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
結
果
）
』
（
一
九
八
六
年
二
月
）
立
命
館
大
学
教
学
部
。

『
一
九
九
一
年
度
全
学
教
堂
実
態
調
査
報
告
盲
（
一
九
九
二
年
五
月
）
立
命
館
大
学
教
学
部
．

『
学
生
（
教
学
）
実
態
把
握
の
中
間
ま
と
め
』
（
一
九
七
九
年
一
○
月
）
立
命
館
大
学
教
学
部
・
学
生
部
。

「
学
生
実
態
調
査
綴
私
大
連
盟
、
ア
ン
ケ
ー
ト
そ
の
他
」
（
一
九
七
二
年
～
一
九
八
四
年
）
．

『
学
生
実
態
調
査
綴
学
生
実
態
（
全
学
）
、
ア
ン
ケ
ー
ト
等
、
実
態
調
査
ま
と
め
（
分
析
）
」
（
一
九
七
五
年
～
一
九
八
五
年
）
。

「
実
態
白
書
第
一
弾
こ
の
驚
く
べ
き
学
べ
な
い
実
態
」
（
一
九
七
九
）
一
部
学
友
会
執
行
委
員
会
。

手
が
か
り
に
ｌ
」
日
杢
局
等
教
育
誉
ｘ
云
第
一
三
回
大
会
自
由
研
究
発
表
資
料
三
○
一
○
年
五
月
二
九
日
）
．

両
角
亜
希
子
（
二
○
一
○
）
「
私
立
大
学
の
経
営
と
拡
大
・
再
編
’
一
九
八
○
年
代
後
半
以
降
の
動
態
』
東
信
堂
。

米
津
彰
純
三
○
一
○
）
『
高
等
教
育
の
大
衆
化
と
私
立
大
学
経
営
ｌ
「
助
成
と
規
制
」
は
何
を
も
た
ら
し
た
の
か
」
東
北
大
学
出
版
会
。

立
命
館
百
年
史
編
纂
委
員
会
（
二
○
○
六
）
『
立
命
館
百
年
史
』
通
史
二
。

立
命
館
百
年
史
編
纂
委
自
臭
云
（
二
○
○
七
）
『
立
命
館
百
年
史
』
資
料
編
二
・

資
料
等
（
立
命
館
百
年
史
編
募
室
所
蔵
）



『
昭
和
五
六
年
度
私
大
連
盟
第
五
回
学
生
生
活
実
態
調
査
（
厚
生
課
）
」
（
一
九
八
二
年
一
○
月
作
成
）

『
立
命
館
学
園
広
報
」
（
一
九
八
二
）
第
一
三
○
号
、
一
三
頁
、
「
解
説
全
学
学
生
実
態
調
査
の
集
計
結
果
に
つ
い
て
」
（
実
態
調
査
委
員
長
佐
々
木
嬉
代
三
氏
に

『
立
命
館
組
合
新
聞
」
（
一
九
八
二
）
第
八
七
号
、
一
九
八
二
年
三
月
二
九
日
：
ご
全
学
協
確
認
の
教
育
・
業
務
実
践
報
告
（
第
二
弾
）
「
学
生
実
態
把
握
の
と

り
く
み
に
つ
い
て
」
（
法
学
部
事
務
室
川
島
正
彦
氏
に
よ
る
寄
稿
）
。

他
、
学
生
調
査
関
連
の
収
蔵
資
料
、
立
命
館
百
年
史
編
纂
室
資
料
分
類
番
号
○
段
群
を
中
心
に
参
照
。

よ
る
寄
稿
）
。


